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人 12E 答 oO も いい 。 全 011-207-4410 営業 時 間 10 : 00-23 : 00 無休 
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2: 天 証 も も も すす する 
大 通り 公園 は た くさ ん の 若者 達 か U 全 2 当 の ソ パト ザ ス で ) 9 回 9 
集まり 、 歌 っ た り 、 踊 っ た り で 、 パ 女 酒 イ て け は 9 |/ ツ が も まり 0 どど め 
ホコ テン の よう 。 の 選べ CGC 大 快 ク わ ポ 磨 初 た 0 の だ り 
子 ` コ の 通 感 に り 末 ほ の 呈 問 レノ 
達 バ や エリ 人 人 肖 き 、(! 
0 が | カリ 人 上 スス は 活 ア テア ョ トト ソ ツ ッ セ 


ン ピ ン グ 
ラフ ル で オシ ャ レ 
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(日 曜 4 ステージ ) ある ライ ブ で は エル ビス ・ プ レス リー な 始 5 


オー ルディ ー ズ 専門 店 の 
ジ 


毎日 6 ステ ー ジ 


FN 
信 
に | 
尋 
G 
記 


リリ レポ ゼ 加 掲 も ゃ 拭 全 革 G ぐ ト ヘ 
ニ R\K ふ て” 圏 押さ 忠 壁 江 うっ せ 
棄 つ っ トロ ーK 和 AA て 「n ロ コマ エロ m 
〇 」 を 「 テ ーmー 到 ミミ 」 ITKT 
「 そ コロ ベ 」 到 殆ど レ て せっ うっ 
INvh く いか K 菩 只 jp で で 」) 必 握 飲 
つ レ っ t@” ドー ベト エーK め 口 R や 
ユー 「 つ -anOー ジ ヒビ 」「 有 ロビ 
〇 の 」 で ヘー テ 冬 さ 区 SG 「mー 
の < て nn コロ 」 で) 公 ” 凡 縮 四 G 細 
上 上 U つ しり うぃ @" 


季 き ラテ ー の 出品 ぶ 2 
コリ ー グ ワラ ワ ァ ン 大 集合 / 


⑥J. LEAGUE 


顔 に は ペイ ン テ ィ ン グ 、 手 に は フラ ッ グ と チア ー 

ホー シー より リー テグ の サポ ボー ター た ちほ は 、 い わい ば 私 股 
応援 団 だ 。 し か し 、 応 援 す る だ けが 彼ら の 役目 で は 
な い 。 地元 に 本 拠 地 を 置く チー ム の 試合 に は 必ず 駆 
けつ け て 身 を 呈し て の 激励 を し 、 選 手 た らち の ヤル 気 
を 高め る と いう 重要 な 役割 を 担っ て いる の だ 。 実際 、 
外国 で は 、 サ ポー ター が 多く 集まる ホー ム ゲ ダー ム の 
ほう が 精神 的 に 有利 と な り 、 | 点 の ハン デ が で きる 
と さえ いわ れ て いる 。 つ まり 試合 を 外側 か ら サ ポー 
ト す る か ら  「 サ ポー ター」 と 呂 ば れる わけ だ 。 

し か し 、 彼 ら は 単なる 流行 や 好奇 心 だ け で サポ ー 
各国 の 文化 に 違い が ある よう に 、 サ ッ カ ー の 観戦 ス ター を や っ て は ほ い な いい ほ ず 。“J リー グ の 試合 の どこ 
タイ ル も 国 に よっ て 違い が ある 。 そ の 代表 が チア ー か に 、 選 手 た ちと 一 心 同体 に な れる 何 か を 見 つけ た 
ホー ン で の 応援 だ 。 試合 の リズ ム に 合わ せ て 吹き 鳴 か ら こ そ 、 ス タ ジ ア ム に 駆け つけ 、 体 を 張っ て 応援 
ii する の だ 。 で は 、 彼 ら を 惹き つけ る J」 リー グ の 魅 力 


ズ だ けれ ど 、 サ ッ カ ー が 国民 的 スポ ー ツ と な っ て い Ne 5 

る ヨー ロッ パ や 南米 で は な ぜ か 存在 し な い 。 も う ひ 人 PP 
と つ 、 日 本 の サポ ー タ ー が 手 に する 応援 アイ テム に 、 場面 に 興 響 する の か 7 サポー ター たち が これ ほど 
野球 観戦 で お 馴染 み の メ ガ ホ ン が ある 。 鳴り 響く チ まで に 調 狂 する 理由 を 探っ て みよ う 。 同 時 に 、 今 回 
アー ホー ン の 嵐 の 中 、 メ ガ ホ ン 片 手 に 張り 上 げ る 声 ナム コ か ら 発 売 さ れ た スー パー ファ ミコ ン ソ フト 
援 。 これが 、 グ ラウ ンド で プレ イ 中 の 選手 と 興奮 を 『』 リ ー グ サッ カー プラ イム ゴー ル 』」 の 炎 力 に つ 
共有 する た め の 、 日 本 の オリ ジ ナ ル ・ ス タイ ル だ 。 いて も 触れ る 。 


ハラ / し 2 に の 


サポ ー タ ーー たち は 、 』J リー グ に 関し て 庶 限 な く 
一 祭 。 一度 応援 する べき チー ム を 決め た ら 、 総 対 浮 
気 な ど し な い 。 それ は 情熱 的 な 恋愛 に も 似 て 、 ひ た 
すら チー ム の た め に 、 フ ラッ グ 片 手 ほ あ り っ た け の 
声 を 出し て 選手 た ち に 声援 を 送る 。 と いっ て 、 彼 ら 
は た だ 得点 の み に 一 喜一 憂 し て いる わけ で は な い 。 
応援 チー ム の 選手 の 個 生 に 詳し く 、 ど の 選手 が どん 
な プレ イ を 見 せ て くれ る の か 、 期 待 す べき と ころ を 
ちゃ ん と 知っ て る 。 た と えば ヴェ ルディ 川崎 の 北澤 
に ボー ル が 渡れ ば ハッ スル プレ イ を 楽し み に 待 つ し 、 
鹿島 アン トラ ー ズ の ジー コ が フリ ー キ ッ ク を する と 
な れ ば ぱ ば 、 鮭 や か な パナ ナシ ュー ト を 窟 に 
も し 、 そ こ で 選手 が 
思い 通り の プ 


イエ ュ テー 


全 0 天 嘩 あ が リ ラー グ 
戦 を 戦い 、 優 勝 を 目指 す 」 リ ー グ 。 
ー ム 選択 の 時 か ら 試合 は 始ま っ て いる ! 


レイ を 見 せ て くれ た と し た 
ら 、「 や っ ぱり や っ て くれ た 
ノ 」 と 期待 が 現実 に な っ た 興 
奮 で スタ ジア ム を 揺るが す 。 
還 E - れ は 各 選 手 の 個人 技 に 
上 上 醒 議 是 | 限ら ず 、| 対 | の 競り 合い 


ヴェ ルディ 川崎 の カズ と 横浜 マ に つい て も いえ る こと 。 ド 


リノ ス の 井原 が 正面 か らぶ つか 0 導 人 
1 N 
っ た 。 この 時 点 で は 、 ま だ ボー ル ソフ ル 中 の 選手 が 相手 選手 


に つか れ た ら 、 か すず に し 
て も 奪う に し て も 、 期 待 す 
る の は 応援 チー ム の 選手 の 
活躍 だ 。 お 互い 相手 の 出 方 
を うか が いな が ら 、 選 手 が 
そこ で どん な 決断 を する の 
三原 か を 、 サ ポー ター た ち は 手 
クロ ー ズ アッ プ 対 決 に 突入 1! に 汗 を 握っ て 見 守っ て い 


ここ で 自分 が どう 動く か 決定 す M IT 
る 。 相手 も こち ら の 動き を 了 予測 や < 右 に 抜け る の か 、 ボ ポー 


し て 、 どう 動く か 決め る の だ 。 ル を 蹴り 上 げ て 走り 抜け る 
中 比 呈 の か 、。 選手 に と っ て も サポ 
ー タ ー た ち に と っ て も 、 ハ 
ラ ハ ラ ドキ ドキ の 瞬間 だ 。 
ナム コ の 『J リ ー グ サッ 
カー プラ イム ゴー ル 』」 で 
吉 も 、 そ ん な 緊張 の シー ン は 
そし て 結果 は ご 覧 の 通り 。 カ ズ 特別 に クロ ー ズ アッ プ 対 決 
原 の チ ャ ー ン を か わし て 前 傍 す に し て 試合 民 開 に メリ ハリ 
る 。 さ あ 、 炊 は ゴー ル だ ! を つけ て いる 。 ゲー ム 内 で 
選手 同士 が 正面 か らぶ つか 
る と 、 画面 が 切り 替わっ て | 対 | の 対決 画面 に 突入 。 
アン グル が 選手 の 視点 か ら 捉 えた も の に 近い た め 、 
気分 は も う グ ラウ ンド 上 の プレ イヤ ー だ 。 目 の 前 に 
いる 相手 の こと だ け を 考え られ る の で 、 試 合 に さら 
に 集中 で きる 仕組 み に も な っ て いる 。 

も し 、 こ こ で 相手 に 競り 勝ち 、 敵 ゴー ル へ まっ し 
やら! な ん で こと に な れ ば 、- 選 も わ ず チ アー ホー シ 
を 吹き 鳴ら し た く な る ほど の 興奮 に 包ま れる こと 間 
違い な し 。 自分 で 選手 を 操作 し て いる だ け に 、 ス タ 
ジア ム で 観戦 し て いる サポ ー タ ー た ちと は また 違っ 

た 爽快 感 が 味わえ る 。 ゲ ー ム な ら で は の 将 力 だ 。 


サポ ー タ ー た ちの 情熱 が 奇跡 
の ファ イン プレ イ を 生み 出す 


競り 合い で の 興奮 を 熱狂 に 変え る の が 、 ゴ ー ル 前 
の 攻防 だ 。 ゴ ー ル 近く に は 相手 の ディ フェ ンダ ー と 
キー パー が いる た め 、 得 点 す る に は 高度 な テク ニッ 
ク と 素早 い 決断 が 要求 され る 。 針 の 穴 を 通す パス 、 
キー パー を 翻弄 する セン タリ ング 、 そ し て チー ム の 
命運 を 賭け た シュ ー ト 。 獲物 を 狙う 謙 の よう に ボー 
ル を 見 つめ 、 ス キ が あれ ば 喰らい つこ うと し て いる 
選手 た ち に は 、 観 客席 か ら の 声援 は も う 聞 こえ て い 
な いか も し れ な い 。 

それ で も サポ ー タ 
ー た ち は 声 援 を 送 
る 。 声 は 届か な く て 
も 、 気 持ち は きっ と 
届く と 信じ て いる 。 
ペイジ ンジ ディ シグ し た 
類 を 膨らませ て 一 心 
に チア ー ホ ー ン を 吹 
き 、 ク ラプ ララ ッ グ 
を 打ち 振っ て 、 祈 る 
よう な 目 つ き で ボー 


の 行方 は 見 えな い 。 


王 ( 


ル の 行方 を 追う サポ 
ー タ ー た ち 。 清水 エス パル ス の トニ ー ニ ョ が 、 
彼ら の 想い が いつ ダイ ビン グ ヘ ッ ド を 決め る 連続 


写真 。 セ ンタ リン グ に 合わ せる 
も 選手 に 届く と は 限 後 妙 な タイ ミン グ を ご ご覧 あれ 。 
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サッ カー 観戦 で と くに 目 を ひく ファ ッ シ ョ ン が フェ イス * 


ペイ ン テ ィ ン グ だ 。 チ ー ム カラ ー を 顔面 に 塗り た くる 、 好 
き な 選 手 の 名 前 を 書く 、 あ る い は 、 ち ょ っ と 控え め に 額 や 
十 に ワン ボイン ト と いう よう に 、 工 夫 次 第 で いろ いろ 
な バリ エー ショ ン が 楽し め る 、 こ の ユニ ー ク な ファ ッ シ ョ 
ン が 注目 され 始め た の は 、 86 年 の メキ シコ ・ ワ ー ル ドカ ッ 
フ の 頃 。 確か に 、 こ の 大 会 に 初出 場 し た デン マー ク の ファ 
ン は 顔面 に 自国 の 国旗 柄 を ペイ ント し て いた 。 そ れ が 90 年 
の イタ リア ・ ワ ー ル ドカ ッ プ で 定着 、 日 本 で も サッ カー 熱 


が 高まる に つれ で 、 ペイ シティ ンク を する アア ンカ 9 当 え で 
きた 。 チーム 別に 売ら れ て いる 「 ゲ ー ム ペイ ント 」 を 使え 
ば 、 誰 で も 手軽 に フェ イス ・ ベ イン ティ ンク が 楽し め る 。 


な ない が 、 まる で 特 
が 味方 し た か の よう 
に 、 き れい に ゴー ル 
が 決ま る こと だ っ て 
ある 。 接戦 の 緊張 の 
中 で 奇跡 の よう な フ 
ァ イ ン プレ イ が 飛び 
還 し た りす れ ば 、 サ 
ポー ター た ちの 喜び 
は 絶頂 に 達する 。 な 
本 から 、 セン タリ ン 
グ の 沙 ち 際 を 狙っ た 
ヴェ ルディ 川崎 の 北澤 が 決め る ダイ ビン グ ヘ ッ ド 、 
ンー 学 い た ポー ル を 
きつ いて 離れ な い に 違 いな い 。 人 入れ すず に 打ち 込む バ 
イシ クル シュ ー ト な 

ど は 、 頭 で 考 えて いて は で き な い プレ イ だ 。 つま り 、 
それ は サポ ー タ ー た ちの 熱意 が 選手 の 体 を 動か し て 
生ま れ て くる プレ イ 、 選 手 の 実力 に サポ ー タ ー た ち 
の 応援 が プラ ス さ れ て 生ま れる プレ イ と 考え る ほう 
が 自然 だ か ら だ 。 そ の 時 こそ が 、 サ ポー ター た ちの 
想い が 最高 の 形 で 選手 に 通じ た 瞬間 で あり 、 選 手 と 
一 体 に な っ て 試合 を し て いる と 感じ る 瞬間 な の だ 。 
その 時 、 ス タ ジ ア ム は 興奮 の 最高 潮 に 達し 、 現 実 と 
は まっ た く 別 の 世界 を 作り 出す 。 

選手 に 精神 的 に 協力 する と いう 形 で 、 立 派 に 試合 
に 参加 し て いる サポ ー タ ー た ち 。 そ ん な 彼ら の 存在 
を 、 選 手 た ち が 忘 れる わけ が な い 。 見 事 ゴ ー ル を 決 
め れ ば 、 持 ち 前 の サー ビス 精神 を 発揮 し て サポ ー タ 
ー た ち に アピ ー ル する 。 ヴェ ルディ 川崎 の カズ ダン 
ス は も うお 馴染 み 。 清 水 エ スパ ルス の トニ ー ニ ョ は 
ヒコ ー キ ダッ シュ 。 他 の 選手 も 、 今 まで 相手 を 攻め 
る 武 維 だ っ た 体 を 喜び を 表現 する た め に 使い 、 心 の 
底 か ら サ ポー ター た ち に 感謝 する 。 こ うな る と も う 
サポ ボー ター た ち も 上 黙っ て は いな い 。 選手 と 一 緒 に な 
っ て 、 鳴 り 物 、 花 火 、 何 で も ご ざれ の 大 騒ぎ だ 。 観 
戦は 静か に 行儀 よく 、 な ん て 別 の スポ ー ツ の 話 。 サ 
ッ カ ー に は サッ カー らし い 応 援 の 仕方 が あっ て 、 彼 
ら は その ラテ ン の 流儀 に 従っ て いる だ け 。 喜 び を 喜 
びと し て 素直 に 表現 し て いる だ け な の だ 。 

選手 と サポ ー タ ー が 一 緒 に な っ て 90 分 を 戦う J リ 
ー グ の 試合 は 、 探 っ て も 探り きれ な い ほ どの 叔 力 に 
満ち て いる 。 も し 今 、 何 か 熱中 で きる も の が 欲し い 
な ら 、 一 度 ス タ ジ ア ム に 足 を 運ん で みた ら ど うだ ろ 
う 。 た だ の スポ ー ツ 観戦 で は 終わ ら な い 熱 狂 が 、 あ 
な た を 虜 に する は ず だ 。 


ゴール の 後 


va 


得点 し た スト ライ カー だ けが 踊れ る 勝利 の ダン ス 。 右 
は 清水 エス パル ス の トニ ー ニ ョ の ヒコ ー キ ダッ シュ 

左 が ヴェ ルディ 川崎 の カズ ダン ス 。 ど ちら も 陽気 で 、 
得点 の 喜び が ヒ じ ら れ 


ミッ 


右 は ヴェ ルディ 川崎 の 北澤 。 も う 嬉 し く て 嬉し く て 、 
思わ ず で ん ぐり 返り の ワン シー ン 。 左 は 名 古屋 グラ ン 
パス エイ ト の リネ カー。 単純 む な ガ ッ ツ ボーズ だ が 、 全 
身 で 喜び を 表現 し て いる 姿 に 思わ ず 感 情 移入 。 


た い ! とい 移 あ な た の だ め に 、 こ ここ で は ゲ ダーム の 
効率 の いい 得点 の 仕方 を も ちょ っ と だ け 紹 介し よう 。 

キッ クオ フ か ら 始 まっ て 味方 に ボー ル が 回 っ た ら 、 
サイ ドラ イン 際 を ドリ ブル で 前 進 さ せる 。 これ は ラ 
イン を 壁 に し て 相手 選手 に 囲ま れる の を 防ぐ た め の 
最も 基本 的 な 戦法 だ 。 英 が 集まっ て きた ら 、 攻 機 応 
変 に セン ター へ 、 あ る い は 逆 サ イド に パス を 出す こ 
と も 大 切 。 ボ ー ル を 持っ た 選手 に 相手 が 集まる 分 、 
他 の エリ ア に スキ が で きる こと が 多い か ら だ 。 ゴー 
ル ラ イン 近く まで ボー ル を 持っ て いっ た ら 、 炊 に す 
べき は セン タリ ング 。 これ は ライ ン の 側 に 相手 選手 
を 集め て 、 ゴ ー ル 直前 で シュ ー ト し や すい セン ター 
に ボー ル を 渡す こと が 目的 。 し か し 相手 に 読ま れ て 
通ら な いこ と も 多い か ら 、 パ ス を 出す 前 に いっ た ん 
後ろ に 切り 返し て マー ク を 振り 払う 方 法 も 効果 的 だ 。 

そし て 最後 は 澤 身 の シュ ー ト で ゴー ル を 狙う の だ 
が 、 こ こ で 一 番 大 切な の が 相手 キー パー の 位置 。 セ 
ンタ リン グ の 時 、 キ ー パ ー は シュ ー ト 警戒 で サイ ド 
ライ ン 寄 り に いる は ず 。 ボ ー ル を 受け る の が キー パ 
ー に 近い と 止め られ る 確率 が 高い 。 逆 に セン タリ ン 
グ を 大 きめ に 上 げ て お け ば 、 キー パー が 開け て いる 
ゴー ル を 奪え る と いう わけ だ 。 

ここ まで 解説 する と 、「 お や ? 」 と 思う 人 も いる は 
ず 。 そ う 、 こ れ は は 実際 の サッ カー で 一 番 多 用 され る 
戦法 な の だ 。 も ちろ ん J リー グ の 試合 で も 、 サ イド 


ライ ン の ドリ ブル か ら セ ンタ リン グ 、 そ し て シュ ー 
ト と いう パタ ー ン を 随所 に 見 る こと が で きる 。 現実 
と 同じ 活躍 を 選手 た ち が 見 せ て くれ る な ら 、 昼 間 だ 
ろう が 夜中 だ ろう が 、 こ の ゲー ム で 24 時 間 J』 リー グ 
を 楽し むこ と だ っ て で きる ! 


4 時間 コリ ー ン / 


試 台 の 後 も 肌 竹 は 終わ ら な し 


J リー クジ 初 心 者 か ら 、 そ の 
魅力 に と りつ か れ て 夜 も 眠れ 
な いぼ どの ファ シン ま ダ 。 心 ゆ 
くま で J リ ー グ を 堪能 で きる 
必須 アイ テム が 、 本 文 で も 紹 
介し た スー パー ファ ミコ ン ソ 
フト 『J リ ー グ サッ カー プラ 
イム ゴー ル 。。 実 名 で 登場 する 
IO0 チ ー ム と 選手 た ち 。 公 式 ル 
ー ル に 則っ て サド ン デ ス 方 式 
を 採用 する な ど 、 実 際 の 試合 
さながら の リア ル さ が この ゲ 
ー ム の 特徴 だ 。 

フォ ー メ ーション に お いて 
も 、 ガ ン パ 大 阪 は ツー トッ プ 
と いう よう に チー ム の 特 | 和 を 
忠実 に 再現 し て いる 。 気 に な 
る の は 、 選 手 が ど の よう に 活躍 する か だ が 、 そ ちら 
の ほう も 心配 無用 。 各 選手 に は キッ ク 力 、 走 力 、 正 
確 さ な どの パラ メー タ が 設定 され て いて 、 た と えば 
鹿島 アン トラ ー ズ の ジー コ は 強力 な シュ ー ト が 得 
意 、 ガ ン バ 大 阪 の 磯 具 は ドリ ブル の キー プ カ が 正確 、 
と いっ た 具合 に 個人 邊 も し っ か り 持 っ て いる 。 

そん な ゲー な だ か ら フ ァ ン に と っ て も 楽し み 方 は 
いろ いろ で 、 ビ ー ル を 飲み つつ コン トロ ー ラ ー を 手 
に ! 守 れれ カズ 1! 」「 り 太 カ へ ヘ デ イ ング だ 1 」 な ん 
て 大 騒ぎ し た り 、 実 際 の 試合 で 応援 チー ム が 負け た 
時 に は ゲー ム で 復 凡 戦 を し た り 、 遊 び 方 に 制限 は な 
い 。 J』 リー グ の ファ ン 仲 間 が 集まっ て 、 好 き な チ ー 
ム を 操っ て リー ク 戦 を 開催 する の も 面白 い 。 

で も 、 プ レイ する 以上 は や っ ぱり 負け た く な い 。 
ゲー ム の 中 で も 選手 の 活躍 や 大 喜び する シー ン を 見 
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2 が 8 ENEEEEL REI あい 
こ ョ ニニ コト" ン 
の 7 すこ ーー < 


コ ズ モ キャ ング ズ 
還 ノー ルド (100 名 様 ) 

較 較 陣 、 ナム コ 人 気 の キ ャ ラク ター、 
コ ズ モ ギャ ング ズ 。 ク レー 
ン ゲ ー ム で し か 取れ な い 貴 
重 な ぬ いで ぐる み 。 一 挙 100 名 
Me 


SGS 8 べ : 8 SS ジー 

1 、2 タ イブ (3 名 様 ) 
こち ら も 一 周年 記念 。 銀 色 の ピラ リス と ワン 
ダー エッ グ の イラ スト テレ カ 、 2 タイ プ 。 セ 
ピア 色 の ワン ダー エッ グ は いつ か 見 た 風景 。 


へ で や 


フェ ラー リ 、 トラ ン ザ ム 、 パ ジ 計 
ェ ロ …etc. 本 格 的 な マー キ 男 
ング で 、 手 の 平 サ イズ の 可愛 
い 愛 車 を 作ろ う 。 
プラ モデ ル ・ キ ッ ト 
(5 名 様 ) 


SFC『 ス ー バ パー ファ ミリ ー テ ニス 」』 
(1 名 様 ) 


た ーー プ 、 了 レ ー、 ス マッ シ 
ーー ュ 、 世 界 の プレ イヤ ー を 相 
( 手 に 勝負 / 4 P 同 時 対戦 可 
能 。 バス トロ ボス マッ シュ 
を 決め よう 。 


2 タイ プ 、(5 名 様 ) 


あな た の 大 切な 鍵 を し っ か 
り キ ー ブ 。 本 皮 を 使っ た シ 


プイ 色 使い の キー ホル ダー。 上 海 京劇 扇子 (1 名 様 ) 
傘 と 黒 の る 4 タイプ 。 黒地 に 鮮やか な 京劇 の お 面 
が あし ら わ れ た 扇子 。 エ キ 
ゾ チ ッ ク な 味わい を か も し 
だ し 、Disco で 振れ ば 目立つ 
こと うけ あい 。 


巻末 の 読者 アン ケー ト に お 答え の 上 、 希 望 商 品名 を 明記 
し ハガキ に 切手 を 貼っ て お 送り くだ さい 。 抽選 の 上 、 創 
刊 記 人 急 プ レ ゼ ント を さしあげ ます 。 な お 、 当 選 発 表 は 商 
品 の 発送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま す 。 

締切 り 平成 5 年 10 月 30 日 (土曜 日 ) 必着 
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体力 ・ 気 力 共 に 十分 で す 。 活 動力 に も 満 
ちあ ぶれ 大 変 に 元気 な 時 期 。 や る 気 い っ ぱ 
い の 牡 羊 座 で す が 、 運 気 的 に は ハプニング 
発生 期 の 最 中 。 サ キ ギ 的 な 商法 を や っ て いる 
人 に は 注意 / 頭 の 回 転 も 良く 、 勘 も さえ た 
時 期 だ けど 仕事 が ら み の 大 き な う ね り で 携 
わっ た 事 は 避け よう が あり ませ ん 。 で も 、 信 
頼 お ける 上 司 と 仲良 く や っ て る 人 は 、 和 失敗 
も 少な いと 思っ て くだ さい 。 8 月 3 日 過ぎ 
て か ら の 約 | か 月 間 の 愛情 運 は 注意 。 気 を 
許す こと な く 乗 り 越 える 様 に ね 。 ア ドバイ 
ス と し て は 、 す べ て の 変化 は 避け た ほう が 
良い 事 と 、 疑 り 深 く な っ て いる 心中 を 彼 に 
見 破 ら れ な いよ うに と いう 2 点 で す 。 で も 、 
年 長者 か ら の 勧め で の 変化 や 新しい 出会い 
は 大 丈夫 。 8 月 中 旬 ^- て 9 月 まで の 間 は 、 ち 
ょ っ と 危険 な 異 作 の 接近 で 、 乱 気流 が 漂い 
が ち で す 。 10 月 以降 は ビジ ネス 上 の スポ ン 
サー 的 な 相手 に 恵まれ そう 。 婦 セ クシ ー に 
な り 過 ぎ ず 、 女 性 らし さ の 欠如 も だ め 。 中 性 
的 な ファ ッ シ ョ ン 都 会 的 な ゲー ム 遊 び 。 


獅子 座 
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移 努力 が 報 わ れる 幸運 期 で あり 、 責 任 の 重 
い 時 期 で も あり ます 。 不動 精神 を 持つ 頑張 
りや の あな た も 、 何 か 習慣 性 を 破っ て 、 新 
規 の 行動 に 出 ざ る を えま せん 。 つ らい こと 
も クリ ア で きれ ば 、 後 は 幸運 の み が や っ て 
来る で し ょ う 。 こ こし ば らく は 我慢 時 。 ひ 
と つの 問題 が 解け た ら 次 の 段階 に 進め る と 
思っ て ね 。 今 は ワン ラン クア ッ プ し て 心 が 
大 人 に な れる 時 で す 。 7 月 24 日 て 8 月 23 日 
は 太陽 か ら 「 明 る さ 」 と 「 和 希望 」 と を 与え 
られ ます 。 愛情 面 で は 8 月 中 旬 ^。 9 月 27 日 
は 、 行動 範囲 を 広げ た り 、 サ ー ク ル に 入っ 
て 出会っ た 人 に 積極 的 に 近づく 努力 を 。 

この 時 期 、 彼 の いな い 人 に は チャ ンス が 多 
いで し ょ う 。 自己 PR 作 戦 を 。 9 月 12 日 
< ン 10 月 | 日 は 、 電 話 で の アタ ッ ク や 友達 に 
よる ドラ イブ 計画 な と 間接 的 な 友人 の 協力 
も あり 。10 月 中 は 、 人 に よる 連絡 は 凶 。 自 
分 で 自然 な 形 で お 話し し て みて ね 。 文 外国 
文学 や 外国 人 教師 に よる 英会話 。 家 か ら 
近い 距離 に 住む び 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 


射手 座 、 


ーーー つの 
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沈 頑 張れ ば 頑張 る だ け 上 昇 気流 に の っ た か 
の よう な 順調 な 運勢 で す 。 あ な た の パー ト 
ナー も 8 月 に 入っ て か ら 金 運 が 良く な っ た 
り と 周囲 の 人 も ハッ ピー に な り ま す 。 8 月 
7 日 へ 27 日 まで の コミ ュ ニ ケー ショ ン 運 は 
グッ ド 。 話 し た い 入 に は 、 言 いた い 事 は で 
きる だ け 伝 えた り 、 行 動 に 出 て みる と 人 後々 
好 結 果 に 展開 し て いき ます 。 で も 、 相 手 の 
気持 ち も 考 えて 話し て ね 。 礼 節 を わき まえ 
た 態度 が 必要 。 言 いた い 事 を スト レー ト に 
ぽん ぽん 言っ て は 、 損 する 事 も ある と 思っ 
て ね 。 8 月 30 日 て 9 月 21 日 の デー ト は 刺激 
を 求め な いで 、 明 る く 楽 し い 時 を 過ごせ る 
よう に 努力 を 。 8 月 下旬 ^_ 9 月 中 旬 の 連絡 
ミス に は 注意 。 他 人 任せ で は な く 自分 で 確 
か め な が ら 正 確 ・ 着 実 を モッ トー に 。 ま た 、 
人 に 頼る 事 を 慎む 時 で す 。 で も 、 9 月 12 日 
下旬 、 恋 人 に は 本 心 を 伝え る よう に 努力 
し まし ょ う 。 愛 情 表 現 を し っ か りす る 事 が 
必要 で すね 。 文明 る い フ ァ ッ ショ ン 。 殺 遠 
方 や 海外 に 関す る 事 。 
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W\ ヾ 表面 的 に は 何事 も な く 過 ご し て いる 
牡 后 座 も 、 心 の 中 で は 悩み が いっ ぱい 。 ス 
トレ ス を た め 過 ぎる と 、 後 々 健康 に ひび き 


ます 。 大 き な 企 業 や 組織 で 社会 生活 し て い 


る 人 は 目 に 見 えな い 大 き な 救 い の 中 に いる 
と いう こと を 知っ て くだ さい 。 8 月 下旬 か 
ら 9 月 下旬 まで は 、 太 陽 エ ネル ギー の 影響 
が あな た に 元気 に な る 幸運 の 気力 を プレ ゼ 
ント 。 愛情 運 は 、 8 月 半ば 過ぎ まで は 、 何 
か と 安定 し て いま せん が 、 9 月 22 日 以降 か 
ら 急 上 昇 し ます 。 ま た 、 8 月 |2 日 まで は あ 
な た の 魅力 に 引か れる 男性 が すでに 周囲 に 
現れ て いる は ず 。 行動 範囲 を 広げ て み ま し 
ょ う 。 9 月 28 日 以降 の 出会い は 少し 衝動 的 
で 刺 汰 的 な も の に 。 会社 で は 男 條 の 上 司 、 
家庭 の 中 で は お 父さん に 反抗 し な いこ と が 
大 切 。 長 期 的 に 長引く 問題 の きっ か け を 作 
ら な いた めで す 。 や っ か いな こと は 前 も っ 
て 避け た いも の で すね 。 支 哲 学 や 宗教 や 心 
吉 的 な 本 か ら 意 外 な ヒン ト が 。 山 や 牧場 、 
土 に 関し た 遊び が 吉 。 陶 磁器 ・ 彫 刻 作 り 。 


女 座 
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WW や ぜ や グル ー プ で の お つき 合い が いろ い 
ろ な 出会い に 広がっ て いく 気配 、 で も 、 会 
っ た 人 と の 距離 を 上 手 に 保つ こと が 今後 は 
必要 。 全 部 の 誘い に 出席 する こと は 愚か と 
いえ る か も 知れ ませ ん 。 後々 お 小遣い 不足 
に 悩ま され そう 。 大 切な 人 の デー ト や 会 食 
の 出席 の 優先 、 出 席 の 有無 な どの 判断 力も 
必要 で す 。 8 月 23 日 へ 9 月 23 日 まで の 乙女 
座 は 、 み ん な の 注目 を 浴び る 事 が 多く な り 
そう 。 言動 に は 責任 を も っ て ね 。 こ の 際 、 
今 ま で し ゃ べ っ た 事 の 総 反省 を や っ て みて 
は いか が で すか 。10 月 に 入っ て か ら は 運気 
的 に は 公 的 な 行事 や 大 衆 を 意識 し て の お つ 
き 合 いも で きる 事 が 望ま し い 。 目 上 の 方 に 
は 礼節 ある 態度 を 心がけ て くだ さい 。 8 月 
13 日 て 9 月 27 日 ま で は 出費 が 予想 され ま 
す 。 8 月 下旬 < 9 月 中 旬 ま で の 頭 の 回 転 は 
良く 、 考 えも まとまり 易い の で 家計 薄 な ど 
つけ 始め て は ? 香 水 。 お 香 や お 花 各 種 。 
人 $ セ ンス アッ プ の た めい ろ ん な 雑誌 の 購 
読 、 情 報 を 集め て か ら の 行動 開始 を 。 


山羊 座 
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5/22-6/21 
\ ず ず 現 在 た だ いま 愛情 いっ ぱい 幸福 い 


っ ぱい 。 お 見 合い ・ 冒 険 的 出会い 何で も 来 
い の 恋 愛 結婚 最強 運 期 。 目 に 映る 景色 や 
人 々 を 幸福 に 感じ る な ら ば 、 本 当 の 幸福 感 
を 得 て い る 証拠 。 も し も 、 つ ま ら な いも の 
に 映 れ ば 、 心 を いれ か える 必要 が あり そう 。 
本 来 は 明る く ク ー ル で 快活 な 人 で すか ら 、 
さわ や か で ある 事 が あな た の キー ポイ ン 
ト 。 8 月 |3 日 か ら 9 月 27 日 まで 、 ち ょ っ と 
し た 努力 で 将来 性 の ある 良き 男性 と 出会う 
可能 性 大 。 交 際 の 長かっ た 人 に は 、 正 式 に 
結婚 で きる チャ ンス 到来 。 頑 張っ て 素直 な 
心 を 彼 に アピ ー ル し まし ょ う 。 9 月 の 中 旬 
以降 は レタ ー 作 戦 を お 勧め 。 秋 の 乙女 ご こ 
ろ を た っ ぷり と 彼 に 伝え て くだ さい 。 8 月 
27 日 か ら 9 月 | 日 まで は ちょ っ と し た 連絡 
ミス や 、 変 更 の し 過ぎ に 注意 し て ね 。 9 月 
下旬 以降 年 下 か ら の アプ ロー チ が あり そう 。 
支 芸術 的 な セン ス を みがく こと が か が 双子座 は 
必要 。 美術館 や 絵 の 展覧 会 が 幸運 を 招き ま 
す 。 介 風 を 身体 全体 で 感じ て み ま し ょ う 。 


大 笠 座 . 
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W ぴ や ゆず 8 ・ 9 月 は モテ モテ の 暗示 。10 月 
下旬 まで の あな た の さわ や か な 評判 は 風 の 
ご と く 人 の 心 の 中 を 駆け 抜け て 行き ます 。 
天性 の 天 衝 座 の 交際 術 の 発揮 時 で す 。 特 に 
8 月 29 日 て 9 月 2| 日 まで は 、 食 事 に 行っ た 
り カ ラオ ケ に 行っ た りみ ん な て で て 楽しく 過 ご 
せま す 。 ま た 、 あ な た の 魅力 を 発見 し 理解 
し て くれ る 気軽 な 交際 の で きる 男の子 に 恵 
まれ 、 後 々 まで 仲良 く で きま す 。 寛 大 で 優 
雅 か つ 練 され た イメ ー ジ を 持ち 続け る 努 
力 を し まし ょ う 。 大 か た の 希望 は か な い 、 
今 ま で こつ こつ 努力 し て きた 苦労 も むく わ 
れ ま す 。 で も 、 最 大 の 欠点 で ある 優柔 不断 
さ は 今 、 克 服 し まし ょ う 。 特 に 尊敬 で きる 
人 や 信じ る 何 か が 欠け た 時 に この 欠点 は 浮 
き 彫 り に な り ま す 。 9 月 中 旬 か ら 1I0 月 まで 
は 副 収 入 へ の アイ デア や 、 い ろ ん な イン ス 
ピ レ ー シ ョ ン を 受け 易い で し ょ う 。 

コン サー ト に 行っ た り 、 芸 術 的 な 感 仁 を 高 
め て くだ さい 。 文 劇 場 ・ 芸 能 人 ・ コ ン サ ー 
ト 。 介 楽し い 事 な ら 何で も トラ イ の 精神 で 。 
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彰 不 用 心 で すっ きり し な い 気 分 に な っ て は 


いま せん か 。 で も 、 感 情 を 悪い 言葉 を 使っ 
て 表現 し な いで ね 。 あ な た の 深遠 な 思考 力 
は 人 へ の 影響 力 が 強い は ず 。 マ イナ ス の 言 
動 と 強 過ぎ る 口調 は 、 人 に 良い 影響 を 与え 
ませ ん 。 自分 の 言動 に は 責任 を 持っ て ね 。 
8 月 中 は 友達 の 友達 を 大 切 に する 事 が 開運 
に つなが る で し ょ う 。 将来 的 な 夢 の 計画 は 
お お い に や っ て くだ さい 、。 愛情 運 は 9 月 22 
日 10 月 16 日 まで 、 調 和 の と れ た 安 ら い だ 
気分 。 で も 、 8 月 13 日 9 月 下旬 の 出会い 
は ちょ っ と 危険 な 意味 も 含ま れ て いる の で 
注意 。 8 月 下旬 9 月 中 旬 ま で は 、 何 か 新 
し い 専 門 的 な 技術 を 身 に つけ た いと 思っ た 
ら 実 行 に 移し て み ま し ょ う 。 新規 に 勉強 す 
る の に 良い 時 期 で す 。 外 より 内 面 の 心 の 充 
実 を は か り ま し ょ う 。10 月 の 運命 的 な 幸運 
の 出会い を 信じ 求め て ね 。 知 吐 を 磨い て 教 
養 を 高め て お く と より 高い 次 元 の 人 が あな 
た を 救っ て くれ ます 。 文 サ ー ク ル や 文化 講 
座 ・ 神 秘 学 。 動物 と の 心 の 触れ あい 。 


⑲ ず 4 年 に 一 度 の 幸運 期 で す が 、 今 まで 
責任 の 重かっ た 水瓶 座 に 最後 の 関門 突破 の 
指令 。 9 月 中 旬 - ン 下旬 、 あ な た が 求め る 強 
さ に 応じ て 、 さ ま ざ ま な 貴重 な む な ア ドバイ ス 
が 飛び 込み ます 。 人 の 話 に は 耳 を 傾け て ね 。 
10 月 2 日 以降 は 思い 違い 、 思 い 込 み に 注意 。 
せっ か く の 助 言 を 無駄 に し な いよ うに 。 

8 月 中 旬 よ り 9 月 に か け て は グッ ド な 愛情 
運 が 待っ て ます 。 前 向き に 積極 的 な 考え 方 
で 快活 な 生活 を し て ね 。 好 FE 象 の 男の子 が 
あな た の さわ や か な 雰囲気 に 引き 寄せ られ 。 
て 来る で し ょ う 。 特 に 9 月 12 日 て I0 月 『 に 半 


まで の 会 話 は 最高 に 良い タイ ミ シグ で 楽し 、 
0 往 じ 


い 時 。2 は に し いち 人 よ 溢 


タッ ーー 
は 罰 で す 。 仙 が あっ て も 人 に 優し く 。 パー 


ステ ルカ ラー の 服 ・ 0 


7 ま いさ 


6/22 一 722 


没 ボ ー イ フレ ンド の いな い 人 に は 8 月 12 日 
まで と 、10 月 の 出会い が 幸運 で お 勧め 。 
で も 、 控 え め 過ぎ て も 自分 で 行動 し な けれ 
ば 何 も 得 ら れ ま せん 。 8 月 28 日 まで に 真剣 
な 恋 を 経験 する か も 。 引っ 越し や 、 大 き な 
変化 を 望ん で いる な ら 、 も っ と 先 に 計画 し 
まし ょ う 。 自己 の 未来 図 が 描け な いか ら と 
いっ て 、 何 で も 、 占い 師 や 霊 能 者 に 頼る 霊 
的 な 答 を 求め て も 、 長 い 目 で 見 る と 良い 結 
果 に は な ら な いで し ょ う 。 夢見 心地 を 今 少 
し 控え て 、 自力 で 開運 する こと を 考え て ね 。 
9 月 28 日 て |0 月 下旬 まで の 異 作 運 は 強く 幸 
運 で も あり ます 。 女 らし く 静 か に 男 信 の 心 
を つか ん で くだ さい 、。 客観 的 な 目 で 行動 し 
て ね 。 社 会 的 な 交際 も ある 程度 し た ら 、 家 
寿 の 中 を ユー トピ ア 化 し まし ょ う 。 それ か 
ら 、 恋 人 の 家族 や 会 社 の 同僚 と も うま くい 
く よ う に 心掛け まし ょ う 。 文大 衆 文学 で 疑 
似 体験 を 積ん で 知生 を 高め 、 着 半 里 は 本 格 的 
な も の に チャ レン ジ 。 移 食べ 歩き を 重点 と 
し た レジ ャ ー。 


座 


10/24 一 10/22 


% ず ず 何 事 も 見 通せ る 洞察 力 を 内 在 し て い 
ます 。 人 を 見 る 目 に 目 信 は ある で し ょ う が 、 
恋愛 に お いて も 多忙 と な り そ う 。 人 間 関 係 
の 縁 が た くさ ん で きる 時 期 。 ち ょ っ と 家庭 
的 な 面 は 速 ざ さかり 、 社 会 的 な お つき 合い や 


外 で も クラ ブ 活 動 な ど 人 の 集まり が 多く な 
り ま す 。 特 に 8 月 下旬 >10 月 下旬 に か け て 


は 清潔 感 の ある 人 と の 出会い が あな た に 刺 
激 を 与え 、 よ り マ イン ドア ッ プ させ られ ま 
す 。 この 時 期 の つき 合い は 大 切 に 考え て ね 。 
より 洗練 され た レデ ィ ー に な る た め に 、 自 
分 と 違っ た 環境 の 友人 の 話し に 耳 を 傾け て 
み ま し ょ う 。 マンネリ 化し た 生活 は 、 今 後 
は 良く あり ませ ん 。 今 は 来年 に 訪れ る 幸運 
の 波 に 上 手 に 乗る た め の 準 備 期 間 で す 。 視 
野 を 広げ る 心がけ を 持ち まし ょ う 。 8 月 3 
日 へ 29 日 の デ ゲート や 出会い は 将来 的 に 意味 
を 持つ も の で すか ら 大 切 に し て ね 。 文 建築 
様式 の 知識 ・ イ ン テ リ ア 小 物 。$@ 4 て 5 人 単 
位 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 場 を で きる だ け 
つく っ て 、 み ん な を まとめ な が ら 行動 する 事 。 


角 座 
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$ 家 庭 的 な 充実 し た 空気 を 胸 い っ ぱい に 吸 
い 込 ん だ あな た は 、 き っ と 学校 で も 会 社 で 
も 充実 し て いる で し ょ う 。 常 に ロマ ンチ ッ 
ク な 夢 を 持っ て 暮らす 魚 座 に は 十分 な 睡眠 


と 心 落ち 着け る 部 屋 が 必要 で す 。 9 月 下 ge 


まで は 後輩 を 可愛 が り ま じ う 。 好 ジ ュ 
ス の 一 本 で も あげ だ り と 細か い サ ービス を 


C が (て お く と 答 つ きい が 信 が ae 
暗示 が あり ます 。 で も パー トナ ー の 金馬 の ”. . 


浮き 沈み 、 デ ー 2 
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イタ リリ レッ マト レレ ン レン 3 し 
気 の 合う 仲間 と 台 し 上 が れ 。 
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